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東
谷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ 

 
 
                                  

カ
レ
ン
ダ
ー 

  2 0 2 6 年 1 0 月 1 5 日 （ 火 曜 日 ） 第 0 2 5 1 号 

令和8年10月15日 

(木曜日) 

裏面もご覧ください 

 内尾 彰子 さん 作 

 

19
日
（
月
）
家
庭
教
育
・
人
権
市
民
講
座 

 
 
 
 
 

ひ
な
た
カ
フ
ェ 

 
 
 
 
 

「
い
の
ち
育
み
、
心
育
み
」 

 
 
 
 
 

わ
い
わ
い
サ
ロ
ン
（
紫
水
） 

21
日
（
水
）
サ
ロ
ン
ば
ん
ざ
い
（
木
下
） 

 
 
 
 
 
 

22
日
（
木
）
ニ
コ
ニ
コ
会
（
呼
野
） 

24
日
（
土
）
谷
っ
子
ク
ラ
ブ 

 
 
 
 
 

「
デ
イ
・
キ
ャ
ン
プ
」 

 
 
 
 
 

わ
い
わ
い
サ
ロ
ン
（
紫
水
） 

26
日
（
月
）
わ
い
わ
い
サ
ロ
ン
（
紫
水
） 

 
 
 
 
 

稲
穂
サ
ロ
ン
（
新
一
） 

29
日
（
木
）
高
齢
者
サ
ロ
ン 

 
 
 
 
 

「
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
」 

30
日
（
金
）
家
庭
教
育
講
座｢

高
校
見
学
」 

2
日
（
月
）
わ
い
わ
い
サ
ロ
ン
（
紫
水
） 

 
 
 

4
日
（
水
）
サ
ロ
ン
ば
ん
ざ
い
（
木
下
） 

6
日
（
金
）
ふ
れ
あ
い
昼
食
会 

9
日
（
月
）
わ
い
わ
い
サ
ロ
ン
（
紫
水
） 

11
日
（
水
）
い
ち
ま
る
カ
フ
ェ
（
市
丸
） 

14
日
（
土
）
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
講
座 

10
月 

絵手紙教室 東谷市民センター和室 
10月23日【金】10時～お気軽にどうぞ 

11

月 10月の絵手紙 

 

 

先
日
、
２
日
間
連
続
で
開

催
さ
れ
た
東
谷
の
お
祭
り
に

参
加
し
ま
し
た
。 

 

あ
い
に
く
両
日
と
も
雨
で

し
た
が
、
そ
れ
を
吹
き
飛
ば

す
ほ
ど
の
す
ご
い
盛
り
上
が

り
で
し
た
。 

 
 
 
 

 

 

特
に
印
象
に
残
っ
て
い
る

の
は
、
朝
か
ら
晩
ま
で
雨
に

濡
れ
な
が
ら
準
備
や
運
営
に

奔
走
さ
れ
た
実
行
委
員
の
皆

様
の
姿
で
す
。 

 

長
年
に
わ
た
り
東
谷
を
温

か
く
支
え
て
こ
ら
れ
た
先
輩

方
の
深
い
愛
情
と
情
熱
こ
そ

が
、
こ
の
お
祭
り
を
こ
れ
ほ

ど
温
か
い
笑
顔
で
あ
ふ
れ
る

も
の
に
し
て
き
た
の
だ
と
深

く
実
感
し
ま
し
た
。 

 

さ
ら
に
、
小
倉
南
高
校
の

た
く
さ
ん
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
生
徒
た
ち
が
参
加
し
て
会

場
を
明
る
く
彩
り
、
多
く
の

地
域
の
方
々
も
雨
を
忘
れ
て

集
ま
り
、
会
場
全
体
が
熱
気
に

包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。 

 

初
参
加
の
私
に
も
温
か
く
声

を
か
け
て
く
だ
さ
る
方
が
多

く
、
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
で

す
。
世
代
を
超
え
た
皆
さ
ん
の

笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
東
谷
の
雰
囲

気
が
本
当
に
素
敵
で
、
す
っ
か

り
フ
ァ
ン
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
心
温
ま
る
素
晴
ら
し
い

２
日
間
を
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

（
Ｋ
氏
） 

市丸小学校 

10月31日(土） 

東谷中学校 
PTA会長 

杉平 耕一郎 

４
月
よ
り
東
谷
中
学
校
Ｐ
Ｔ

Ａ
会
長
と
し
て
活
動
し
て
お
り

ま
す
杉
平
耕
一
郎
で
す
。 

 

日
頃
よ
り
地
域
の
皆
様
に
は

い
つ
も
生
徒
た
ち
を
温
か
く
見

守
っ
て
い
た
だ
き
、
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
後

と
も
変
わ
ら
ぬ
ご
指
導
と
ご
協

力
を
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。 

 

本
校
は
今
年
度
創
立
八
〇
周

年
を
迎
え
ま
す
。
戦
後
ま
も
な

い
昭
和
二
十
二
年
五
月
開
校
以

来
、
こ
れ
ま
で
長
い
歴
史
と
伝

統
を
積
み
重
ね
、
歩
み
続
け
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
の
は
、
ひ

と
え
に
学
校
の
活
動
を
支
え
て

く
だ
さ
る
地
域
の
皆
様
の
ご
尽

力
の
賜
物
と
深
く
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。 

 

今
回
、
八
〇
周
年
記
念
事
業

と
し
て
、
生
徒
た
ち
は
日
本
伝

統
工
芸
の
小
倉
織
を
体
験
し
ま

し
た
。
一
本
一
本
の
糸
を
織
り

上
げ
て
作
品
を
完
成
さ
せ
る
過

程
を
、
歴
史
や
人
生
に
な
ぞ
ら

え
て
体
験
す
る
こ
と
で
、
東
谷

中
学
校
の
歴
史
や
積
み
重
ね
を

自
分
事
と
し
て
捉
え
、
母
校
を

愛
し
大
切
に
す
る
精
神
を
育
む

事
を
目
的
と
し
た
記
念
製
作
で

す
。 

 

十
月
三
十
日
に
、
八
〇
周
年

記
念
文
化
発
表
会
が
実
施
さ
れ

ま
す
。
生
徒
た
ち
は
こ
の
日
の

た
め
に
、
授
業
や
部
活
動
、
そ

し
て
放
課
後
の
時
間
を
使
い
、

仲
間
と
力
を
合
わ
せ
て
一
生
懸

命
に
練
習
を
重
ね
て
き
ま
し

た
。 

 

地
域
の
方
に
お
き
ま
し
て

は
、
生
徒
達
が
全
力
で
表
現
す

る
姿
を
、
ぜ
ひ
見
届
け
て
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
皆
様
の

ご
来
校
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。 

 
 

東 谷 中 学 校 

創立８０周年記念 

文 化 発 表 会 

１０月３０日（金） 

２
日
間
、
お
手
伝
い
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

皆さまにご協力いただきま

したチャリティー募金は、 

熊本地震義援金として 

お渡ししました。 

平尾台観光協会より 

¥１８，６０５ 

東谷地区まちづくり協議会より 

￥５３，００５ 

 

1 1
月
３
日 

（
火
・
祝
） 

皆
さ
ま
、
足
元
の
悪
い
中 

 

ご
来
場
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た 

 

9
月
26
日
・
27
日
の
2
日
間

に
わ
た
り
、
東
谷
に
お
け
る
２
大

イ
ベ
ン
ト
の
「
東
谷
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
」
「
平
尾
台
観
光
ま
つ
り
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
お
天
気
は

あ
い
に
く
の
雨
模
様
と
な
り
ま
し

た
が
、
会
場
に
は
多
く
の
来
場
者

が
足
を
運
ん
で
く
れ
ま
し
た
。 

 

東
谷
市
民
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ

れ
た
文
化
祭
。
展
示
ス
ペ
ー
ス
に

は
セ
ン
タ
ー
・
公
民
館
ク
ラ
ブ
や

幼
保
、
学
校
関
係
な
ど
の
作
品
が

飾
ら
れ
、
26
日
の
み
の
ス
テ
ー
ジ

発
表
で
は
、
園
児
に
よ
る
元
気
な

演
技
に
始
ま
り
、
初
参
加
の
新
体

操
ク
ラ
ブ
の
発
表
な
ど
も
行
わ
れ

来
館
者
を
楽
し
ま
せ
て
、
社
交
ダ

ン
ス
で
華
や
か
に
フ
ィ
ナ
ー
レ
を

迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

ま

た
、
野

外

で

の

チ

ャ

リ

テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
は
天
候
不
良

の
た
め
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、

東
谷
興
農
会
体
育
館
で
東
谷
マ
ル

シ
ェ
を
開
催
し
、
い
ろ
い
ろ
な
お

店
の
出
店
が
あ
り
、
館
内
も
賑

わ
っ
て
い
ま
し
た
。 

 

19
時
か
ら
行
わ
れ
た
抽
選
会

も
好
評
で
、
大
勢
の
皆
さ
ん
が
参

加
し
、
手
元
の
抽
選
番
号
を
見
な

が
ら
一
喜
一
憂
し
、
大
変
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。 

 

翌
27
日
の
観
光
ま
つ
り
も
あ

い
に
く
の
天
気
で
し
た
が
、
予
定

通
り
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
や
地
域
バ

ザ
ー
に
よ
る
飲
食
ブ
ー
ス
が
出
店

し
充
実
し
ま
し
た
。
ス
テ
ー
ジ
イ

ベ
ン
ト
も
、
東
谷
興
農
会
体
育
館

で
す
べ
て
予
定
通
り
実
施
さ
れ
ま

し
た
。
恒
例
の
キ
ッ
ズ
ソ
ー
ラ

ン
、
木
遣
り
唄
の
他
に
小
倉
南
高

校
吹
奏
楽
の
演
奏
、
初
参
加
の
小

倉
城
武
将
隊
、
叶
會
の
和
太
鼓
の

演
奏
、
べ
リ
ー
ダ
ン
ス
な
ど
が
披

露
さ
れ
、
観
客
を
魅
了
し
ま
し

た
。
ラ
ス
ト
は
婦
人
会
の
総
踊
り

で
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。 

 

皆
さ
ん
が
一
番
楽
し
み
に
さ
れ

て
い
た
「
あ
き
は
な
び
」
が
延
期

と
な
り
、
少
し
残
念
で
し
た
が
、

10
月
12
日(

月
・
祝)

 

19
時
よ

り
実
施
予
定
で
す
。
お
楽
し
み

に
！ 最

後
に
、
開
催
に
ご
尽
力
い
た

だ
い
た
実
行
委
員
の
皆
様
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
お
手
伝
い
し
て
く
だ

さ
っ
た
地
域
の
皆
様
、
ま
た
、
小

倉
南
高
等
学
校
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
高
校
生
の
皆
様
に
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。 

祭
り
に
参
加
し
て
下
さ
っ
た
方
に 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

聞
い
て
み
ま
し
た
！ 

 

1 1

月

８

日 

（
日

） 

（
写
真
は
裏
面
に
掲
載
） 
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表面もご覧ください 
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 祝 東谷地区敬老会 

  

東谷郷土資料館委員    西田 順一 

 東谷郷土資料館便りでは東谷歴史講座の様子などを連載してい

ますが8月・9月は休講したので今回は11月14日（土）に行われる

東谷ウォーキングの見どころを紹介します。 

①企救一揆の指導者だった原口九右衛門さんの顕彰碑 

②東谷より日露戦争に従軍された方の日露戦争記念碑 

③木下、西の二市一郡新四国霊場23番札所 

④旧小倉鉄道木下停留所跡 

⑤木下本村の猿田彦大神石碑 

⑥木下本村二市一群新四国霊場大師堂 

⑦亀の甲中世豪族小野田氏屋敷跡 

  （外堀・丸山砦・居館跡・種尚公墓石・馬場調練場跡） 

⑧ます淵発電所見学  

①原口九右衛門顕彰碑 ②日露戦役記念碑 ③二市一郡四国霊場札所 

④小倉鉄道木下停留所跡 ⑤中野家猿田彦石碑 ⑥本村大師堂 

9 / 2 7  平尾台観光まつ り 

9 / 2 6  東谷フ ェ ステ ィ バル   

 

健康づくり部会 
ウォーキング部 
西田 順一 

 東谷まちづくり協議会健康作り部会ウォーキン

グ部の西田です。今年の４月より前任の中野さん

の後を引き継ぎました。皆さんよろしくお願いし

ます。 

 ウォーキング部では毎年、春もしくは秋の季節

の良い時に東谷の各地を散策するウォーキングを

実施してきました。一昨年は平尾台を昨年は呼野

の里を歩きました。途中東谷に残る歴史的価値の

ある史蹟・文化財などを見学しながら2～３ｋｍ
を歩きます。今年は市民センター出発で木下の西、本村、亀の甲を

周回するコースです。距離は３ｋｍ未満のコースをゆっくり歩きま

す。所要時間は約２時間の予定です。今回の見どころですが、亀の

甲に残る中世（室町時代）豪族小野田氏の居館跡、並びに井手浦浄

水場施設のます淵発電所見学です。 

 中世豪族屋敷と言うのは本人が居住する居館だけでなく、そのエ

リア一帯が堀などに囲われた要塞や砦の作りになっていて亀の甲に

は今もその面影を感じられる場所が残っています。ます淵発電所は

ます淵ダムから井手浦浄水場への巨大送水管の流路を利用して水力

発電を行っています。普段は立ち入り禁止の区域ですが今回特別に

見学の許可をいただきました。 

小野田氏居館跡 

今年は 

市民センターにて

文化祭開催 

東谷フェスティバル、平尾台観光まつり開催時の靴や傘等の忘れ

物をお預かりしています。心当たりのある方は、１０月２4日

（土）までに、市民センターまでお問い合わせいただくか、取り

に来てください。尚、お申し出のないものにつきましては、こち

らで処分させていただきますので、あらかじめご了承ください。 

１０月３日（土）、東谷地区社協主催の「東谷地区敬老会」が

開催されました。当日は地区の７５歳以上の方約２５０名が

式典に参加し、ご来賓の皆さまと共に長寿をお祝いしまし

た。また、８０歳を迎えられた方も東谷地区で9４名おられ、

そのうち２９名が当日の記念写真の撮影に臨まれました。  

式典後は、ウェルクラブの子どもたちによるメッセージや、ふ

くし劇団「こくら南プチボ」による演劇の他、有志による歌や

演奏などのステージを楽しみました。 

9/25 安全パトロール 10/2 ふれあい昼食会 

東谷マルシェ 

東谷興農会体育館ではイベント開催 

抽選会も大好評！ 

 『木下地区史跡巡り及び 
     散策ウォーキング』 
♦１１月１４日（土） 
    ９：３０ 集合（東谷市民センター） 
   １０：００ 出発  
       （参加費 無料） 
♦申込・お問い合わせ 
 東谷市民センター TEL ４５１－０２１７ 
※詳細は配布されたチラシをご覧ください 


